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社会保険審査官 

 

１．概要 

  社会保険審査官は、「社会保険審査官及び社会保険審査会法」に基づき設置され、

厚生労働大臣から任命された独立した機関（全国１０３名）として、健康保険法、 

船員保険法、厚生年金保険法、国民年金法等に基づき、厚生労働大臣、日本年金 

機構、全国健康保険協会等が決定した処分に対する審査請求の事件について、審理を 

行っています。 

 

  ・被保険者資格に関する処分決定に係る不服申立の審査請求の審理 

  ・標準報酬に関する処分決定に係る不服申立の審査請求の審理 

  ・保険給付に関する処分決定に係る不服申立の審査請求の審理 

  ・国民年金の保険料に関する処分、その他国民年金法の規定による徴収金に 

関する処分決定に係る不服申立の審査請求の審理 

 

２．実績 

（１）審査請求取扱状況                            （単位：件） 

受付 
（※） 1,010 

取下（受付後に審査請求人から取下申出があった件数） 71 

移送（受付後に管轄外であることが判明し管轄する審査官へ送付した件数） 10 

決定（審査官が決定した件数。内訳は「決定状況」のとおり） 682 

（※）受付件数のうち、前年度からの繰り越し分は２９９件です。 

 

（２）決定状況                              （単位：件） 

 容 認 棄 却 却 下 計 

健 康 保 険 17 164 2 183 

船 員 保 険 0 0 0 0 

厚 生 年 金 2 234 2 238 

国 民 年 金 2 248 11 261 

合 計 21 646 15 682 

 

（一口メモ）～容認・棄却・却下～ 

【容認】受理した審査請求について内容を審理した結果、請求理由を認め、原処分を
取り消したものです。 

【棄却】受理した審査請求について内容を審理した結果、請求について、その理由が
ないとして、請求をしりぞけたものです。 

【却下】期限を過ぎてからの審査請求や保険者の決定が行われていないなど、審査 
請求に関する条件を満たしていないため、審査請求について内容を審理するに 
至らなかったものです。 


